
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

瞬時に意見を共有し“協働学習”へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人１人に最適化された“個別学習” 
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Ｖｏｌ．６ 

🔸ICT活用による学習の変化  

「ムーブノート」の活用で実現できたこと 

●クラスメイトの意見を瞬時に確認できる。 

●様々な視点を知り、それを踏まえて自分の

考えを磨き上げることができる。 

●先生は全体の意見を瞬時に把握し、自動集

計機能等を使い、全体の傾向や気になるキー

ワードを取り上げて全員参加の授業を実現。 

今までは・・・ 

●習熟度の差によって取り組みの進度が違う。 

●それぞれに合ったプリント等を用意すること

が難しい。 

 １人１台環境を最大限に生かすために、今年

度、市では試験的に学習支援ソフトを導入して

子供たちに求められる「情報活用能力」の向上

を目指しています。今回は学習支援ソフト「ミ

ライシード※」を中心に紹介します。 

※株式会社ベネッセコーポレーションの学習支援ソフト 

① チェックテスト 

② 解説で間違いを確認 

③ 問題を自動配信 

私のノート 

広場 

協働学習・個別学習・プレゼンテーション
などの学習場面に対応したタブレット学習
用オールインワンソフト。 

今までは・・・ 

●発表した人の意見しか聞くことができない。 

●意見を書いた付箋を大きな紙に貼り付ける

等、時間がかかる。 

「ドリルパーク」の活用で実現できたこと 

●基本から応用まで主要科目 25000 問以上

にチャレンジできる。 

●理解度に合わせ出題が変更される機能で苦

手分野を重点的に学ぶことができる。 

●学習の記録から AI が目標やカリキュラムを

個別最適化してくれる。 

●自動採点のため、先生の採点を待たずに進

めることができる。 



自分の考えを自由に表現する “プレゼンテーション” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までは・・・ 

●紙だけでは発表の表現方法が限られている。 

●今後求められる ICT を使った発表をする機会

が少ない。 

🔸より安全な利活用に向けて -有償フィルタリングソフトの導入- 

 市では学習用タブレット端末の持ち帰りを見据えて、ICT 機器のセキュリティをより高める

取り組みをしています。その一環として、12 月より有償フィルタリングソフト「i-FILTER＠

Cloud※」を導入し、これまでのセキュリティの仕組みよりもさらに安全な使用が可能になり

ます。 ※デジタルアーツ株式会社のフィルタリングソフト 

★学習に不要なカテゴリをブロック  

Web サイトを１００以上のカテゴリに分け

て、学習に必要のないページを閲覧できない

よう細かく設定することが可能です。 

★インターネット利用時間帯を制御 

深夜の時間帯など、特定の時間帯についてイン

ターネットを使用することができないよう、制

御しています。 

★「ホワイト運用」                          

国内で検索可能な URL を全て網羅したデータ

ベースによって、安全と判断されたWEBサイ

トのみアクセスできる仕組みで、ウイルスや

サイバー攻撃を防ぎます。 

ギャンブル 

アダルト 

ゲーム 

行政・教育 

企業 〇 

〇 

× 
× 
× 

「オクリンク」の活用で実現できたこと 

●直感的な操作でペイントや写真や動画なども

簡単に挿入できる。 

●低学年でも無理なくプレゼンテーションを作

成できる。 

●カードを簡単に並べ替えて考えを順序立てて

整理できる。 

●先生もリアルタイムで子供の発表資料の進み

具合を把握できる。 

 フィルタリングの特徴 



 


